
資
源
化
の
目
標
値
を
着
実
に

こ
れ
ま
で
も
市
で
は
、
一

般
廃
棄
物
の
減
量
化
・
資
源

化
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
資
源
化
率

が
着
実
に
増
加
、
２
０
０
８

年
度
に
は
９
．
９
％
、
２
０

１
５
年
度
で
は
２
２
．
３
％

と
な
り
一
般
廃
棄
物
処
理
基

本
計
画
最
終
年
と
な
る
２
０

１
９
年
度
の
目
標
値
で
あ
る

２
８
．
３
％
を
確
実
に
達
成

で
き
る
と
み
て
い
ま
す
。

最
終
処
分
場
の
延
命
も

根
室
市
で
は
、
廃
棄
物
の
減
量
化
・
資
源
化
を
い
っ
そ
う
推
進
す
る
た
め
、
一
般
廃
棄
物
の
分

別
化
を
積
極
的
に
取
り
組
み
、
文
字
通
り
循
環
型
社
会
を
構
築
す
る
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

資
源
化
の
目
標
値
を
さ
ら
に
高
め
て
、
最
終
処
分
場
延
命
化
等
の
分
別
取
集
計
画
の
変
更
を
進
め

る
方
針
で
す
。

 
 

 
 
 

分
別
取
集
計
画
の
変
更
す
す
め
る

共
に
し

あ

わ
せ
産

み
だ

す

日
本
共
産
党

こ
う
し
た
取
り
組
み
が
功

を
奏
し
、
ご
み
埋
立
処
分
場

の
最
終
分
量
が
２
０
１
０
年

度
か
ら
の
新
分
別
収
集
開
始

以
降
大
き
く
減
少
、
そ
の
後

も
安
定
的
に
推
移
し
て
い
る

た
め
、
埋
立
処
分
場
の
埋
立

期
限
を
７
年
間
延
長
し
、
２

０
２
０
年
ま
で
使
用
で
き
る

こ
と
か
ら
分
別
計
画
の
変
更

を
す
す
め
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

新
分
別
収
集
計
画
は
、
２

０
１
７
年
度
か
ら
２
０
２
３

年
度
ま
で
の
計
画
と
な
り
ま

す
。

市
民
の
協
力
こ
そ
支
え

根
室
市
が
こ
の
様
に
資
源

化
率
を
向
上
さ
せ
、
最
終
処
分

場
（
埋
め
立
て
）
な
ど
の
延
命

が
可
能
に
な
っ
た
背
景
に
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
の
分
別
収
集

へ
の
取
り
組
み
が
何
よ
り
の

支
え
で
し
た
。

ま
た
、
町
内
会
の
資
源
ご
み

を
回
収
す
る
た
め
の
市
の
支

援
策
、
さ
ら
に
は
、
ゴ
ミ
カ
レ

ン
ダ
ー
等
の
政
策
と
周
知
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
ゴ
ミ
カ
レ

ン
ダ
ー
掲
載
等
々
の
努
力
の

結
果
と
も
い
え
る
も
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
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ロ
海
域
の
代
替
え
漁
法

今
年
の
「
サ
ケ
・
マ
ス
漁
業

日
ロ
政
府
間
交
渉
」
は
、
５
月

１
３
日
に
妥
結
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
を
受
け
て
、
水
産
庁
の

委
託
事
業
と
し
て
調
査
船
「
第

五
海
洋
丸
（
４
９
５
ト
ン
）
」

を
用
い
た
曳
き
網
（
ひ
き
あ

み
）
に
よ
る
試
験
的
な
操
業
が

７
月
１
３
日
か
ら
２
６
日
の

期
間
実
施
さ
れ
ま
す
。

ロ
シ
ア
海
域
で
の
サ
ケ
・
マ
ス
流
し
網
禁
止
元
年
と
な
っ
た
今
年
、
漁
業
分
野
や
他
の
関
連

産
業
分
野
で
の
代
替
え
漁
業
、
ロ
海
域
で
の
代
替
漁
法
等
の
対
策
が
こ
の
春
か
ら
進
ん
で
い
ま

す
が
、
漁
業
、
関
連
産
業
と
も
に
か
な
り
厳
し
い
状
況
が
ま
す
ま
す
浮
き
彫
り
に
な
っ
て
い
ま

す
。

試験操業に使われる海洋丸

（海洋エンジニアリングの HP より）

運
搬
船
と
し
て
第
一
明
音

丸
（
１
７
３
ト
ン
・
富
山
県
）

が
同
行
し
、
７
月
３
１
日

（
日
）
に
明
音
丸
は
、
花
咲

港
へ
帰
港
・
陸
揚
げ
す
る
予

定
で
す
。
操
業
海
域
は
３
Ａ

区
（
北
千
島
東
側
海
域
）
と

な
り
ま
す
。
こ
の
操
業
結
果

が
ど
う
な
る
の
か
、
期
待
と

不
安
と
が
大
い
に
交
錯
す
る

も
の
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、

試
験
操
業
に
あ
る
程
度
見
込

み
が
立
っ
て
「
本
チ
ャ
ン
紅
」

の
花
咲
港
へ
の
水
揚
げ
の

「
夢
と
地
域
産
業
の
活
性

化
」
を
待
望
せ
ず
に
は
い
ら

れ
ま
せ
ん
。

苦
戦
す
る
サ
バ
・
イ
ワ
シ

一
方
、
襟
裳
の
東
南
沖
（
太

平
洋
沖
合
公
海
）
等
で
操
業

し
て
い
る
代
替
漁
業
の
サ

バ
・
イ
ワ
シ
漁
試
験
操
業
は
、

１
３
隻
の
内
根
室
市
か
ら
６

隻
（
根
室
５
、
落
石
１
）
が

操
業
。
こ
れ
ま
で
花
咲
港
と

釧
路
港
・
厚
岸
港
に
６
月
末

ま
で
に
約
９
百
数
十
ト
ン
余

り
を
水
揚
げ
し
て
い
ま
す
。

７
月
か
ら
漁
模
様
も
良
く
な

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

今
の
と
こ
ろ
苦
戦
を
し
い
ら

れ
て
い
ま
す
。

公
海
サ
ン
マ
は
？

太
平
洋
沖
合
で
の
公
海
サ
ン

マ
の
試
験
操
業
も
５
月
か
ら

７
月
の
３
か
月
間
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
。
６
月
２
３
日
ま

で
の
水
揚
げ
は
６
４
０
ト
ン

余
り
で
す
。
そ
の
他
は
、
洋

上
で
の
船
上
冷
凍
、
洋
上
売

魚
の
輸
出
向
け
、
地
域
経
済

へ
の
貢
献
は
ほ
と
ん
ど
期
待

で
き
な
い
状
況
。
関
連
産
業

へ
の
融
資
制
度
も
厳
し
い
内

容
と
な
っ
て
い
ま
す
。


